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東
大
本
番
レ
ベ
ル
模
試 

採
点
基
準
・
採
点
例 

 
第
一
問
（
４
０
点
満
点
） 

 

■
採
点
の
原
則 

 

① 

全
て
の
答
案
に
つ
い
て
各
要
素
単
独
採
点
と
す
る
が
、
答
案
が
全
く
日
本
語
の
文
（
章
）
の
体
を
な
し

て
い
な
い
と
判
断
さ
れ
る
場
合
は
、
要
素
の
有
無
に
関
係
な
く
０
点
と
す
る
。 

 

② 

漢
字
の
誤
り
、
送
り
仮
名
の
誤
り
、
句
点
の
抜
け
に
つ
い
て
は
、
一
つ
ご
と
に
１
点
減
点
す
る
。 

 

問
一 

 

■
形
式
上
の
不
備 

・
文
末
表
現
は
要
素
Ｅ
参
照 

 

基
準 

配
点
８
点 

 

■
模
範
解
答
例 

※
各
要
素
同
意
表
現
可
。
ニ
ュ
ア
ン
ス
が
正
し
け
れ
ば
許
容
。 

Ａ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ｂ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ｃ 

生
者
の
世
界
と
死
者
の
世
界
は 

異
な
る
時
空
に
距
て
ら
れ
た
別
の
世
界
で
あ
り
、
生
者
と
死
者
は
互
い
の
存 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ｄ 

在
を
意
識
し
つ
つ
も 

触
れ
合
う
こ
と
は
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
。
（
６
６
字
） 

 

■
採
点
方
法
：
各
要
素
単
独
採
点 

 

■
要
素
Ａ
「
生
者
の
世
界
と
死
者
の
世
界
は
」
：
２
点 

  

・
「
『
二
つ
の
別
の
世
界
』
と
は
何
か
」
か
の
説
明
。 

・
傍
線
部
の
前
文
の
「
〈
死
者
と
生
者
の
対
話
〉
」
お
よ
び
そ
れ
を
踏
ま
え
た
傍
線
部
の
「
二
つ
の
別
の
世

界
」
に
対
応
す
る
。 

 

■
要
素
Ｂ
「
異
な
る
時
空
に
距
て
ら
れ
た
別
の
世
界
で
あ
り
」
：
２
点 

 
 

 
 

・
「
『
二
つ
の
別
の
世
界
』
と
は
ど
の
よ
う
な
意
味
で
『
別
の
世
界
』
な
の
か
」
の
説
明
。 

・
本
文
の
「
二
五
〇
〇
年
近
く
も
時
を
隔
て
た
、
ま
た
場
所
も
文
化
も
ま
っ
た
く
違
う
、
二
〇
一
九
年
の

日
本
（
に
住
む
私
た
ち
鑑
賞
者
＝
死
者
の
側
）
」
お
よ
び
八
段
落
（
レ
キ
ュ
ト
ス
の
壺
絵
に
戻
せ
ば
～
）

の
「
同
じ
時
間
と
空
間
に
あ
る
も
の
し
か
人
は
見
る
こ
と
が
で
き
な
い
し
聴
く
こ
と
が
で
き
な
い
。
だ

か
ら
二
人
は
別
の
世
界
に
距
て
ら
れ
て
い
る
（
し
た
が
っ
て
「
別
の
世
界
」
＝
「
時
間
と
空
間
を
異
に

し
た
世
界
」
）
」
と
い
っ
た
表
現
に
対
応
す
る
要
素
。 

 

■
要
素
Ｃ
「
生
者
と
死
者
は
互
い
の
存
在
を
意
識
し
つ
つ
も
」
：
２
点 

 
 

・
「
『
二
つ
の
別
の
世
界
の
交
差
』
と
は
ど
う
い
う
こ
と
か
の
説
明
。 

・
本
文
の
「
こ
こ
に
描
か
れ
て
い
る
人
々
は
、
互
い
の
存
在
を
意
識
し
つ
つ
」
あ
る
い
は
「
二
人
の
存
在

が
［…

］
〈
た
ま
し
い
〉
に
お
い
て
か
ろ
う
じ
て
交
流
し
て
い
る
」
に
対
応
す
る
要
素
。 

 

■
要
素
Ｄ
「
触
れ
合
う
こ
と
は
で
き
な
い
」
：
２
点 

 

 
 

・
「
『
二
つ
の
別
の
世
界
の
乖
離
』
と
は
ど
う
い
う
こ
と
か
の
説
明
。 

・
本
文
の
「
こ
こ
に
描
か
れ
て
い
る
人
々
は
、
［…

］
触
れ
合
う
こ
と
が
で
き
な
い
」
「
二
人
の
存
在
が

現
実
的
に
は
乖
離
し
つ
つ
」
に
対
応
す
る
要
素
。 



2 

 
■
要
素
Ｃ
・
Ｄ
共
通 

 
 

・
傍
線
部
の
「
交
差
」
「
乖
離
」
を
説
明
な
し
に
そ
の
ま
ま
用
い
て
い
る
場
合
、
０
点
。 

 
 

・
「
交
差
」
「
乖
離
」
を
説
明
す
る
部
分
の
主
語
が
な
い
場
合
、
あ
る
い
は
そ
の
部
分
の
主
語
が
「
死
者

の
世
界
と
死
者
の
世
界
」
「
こ
こ
に
描
か
れ
て
い
る
人
々
」
の
場
合
、
０
点
。 

 

■
要
素
Ｅ 

文
末
表
現
は
「…

…

こ
と
。
」
と
い
う
形
が
原
則
。
不
適
切
な
文
末
表
現
と
判
断
さ
れ
る
場
合
は

１
点
減
点
。 

  
 



3 

問
二 

 
■
形
式
上
の
不
備 

 

・
文
末
表
現
は
要
素
Ｄ
参
照 

 

基
準 

配
点
８
点 

 

■
模
範
解
答
例 

※
各
要
素
同
意
表
現
可
。
ニ
ュ
ア
ン
ス
が
正
し
け
れ
ば
許
容
。 

Ａ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ｂ 

感
覚
器
官
と
し
て
の
耳
が
い
ま
、
こ
こ
の
一
点
で
捉
え
た
音
と
は
異
な
り
、
旋
律
＝
音
楽
は
、
そ
の
音
の
連 

 
 
 
 
 
 

Ｃ 

な
り
で
あ
り
、
特
定
の
時
間
や
場
所
を
超
え
た
も
の
だ
と
い
う
こ
と
。
（
６
９
字
） 

 

■
採
点
方
法
：
各
要
素
単
独
採
点 

 

■
要
素
Ａ
「
感
覚
器
官
と
し
て
の
耳
が
い
ま
、
こ
こ
の
一
点
で
捉
え
た
音
と
は
異
な
り
」
：
３
点 

 
 

・
傍
線
部
の
「
旋
律
＝
音
楽
」
と
対
比
さ
れ
て
い
る
「
音
」
の
説
明
。 

・
本
文
の
「
私
た
ち
が
持
つ
『
現
在
と
い
う
時
』
の
意
識
は
、
私
た
ち
の
感
覚
す
な
わ
ち
視
覚
や
聴
覚
に

よ
っ
て
裏
づ
け
ら
れ
て
い
る
け
れ
ど
」
に
対
応
す
る
要
素
。
「
感
覚
器
官
に
よ
っ
て
捉
え
ら
れ
る
音
は

『
い
ま
、
こ
こ
』
と
い
う
特
定
の
時
間
、
空
間
に
位
置
づ
け
る
こ
と
が
で
き
る
」
と
い
っ
た
内
容
に
な

っ
て
い
れ
ば
よ
い
。 

・
「
感
覚
器
官
」
「
感
覚
器
官
と
し
て
の
耳
」
な
ど
の
表
現
は
な
く
て
も
許
容
す
る
。 

 

■
要
素
Ｂ
「
旋
律=

音
楽
と
は
、
そ
の
音
の
連
な
り
で
あ
り
」
：
３
点 

 
 

・
傍
線
部
の
主
語
の
説
明
。
同
時
に
そ
の
説
明
が
傍
線
部
の
飛
躍
を
埋
め
る
「
理
由
」
（
な
ぜ
旋
律
＝
音

楽
は
、
特
定
の
時
間
や
空
間
に
位
置
づ
け
ら
れ
な
い
の
か
）
の
説
明
に
な
っ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 
 

・
傍
線
部
の
「
感
覚
か
ら
導
か
れ
る
旋
律
＝
音
楽
は
」
お
よ
び
本
文
の
「
そ
の
音
楽
＝
旋
律
は
現
在
と
い

う
瞬
間
を
超
え
た
（
最
低
で
も
前
後
の
時
間
の
）
広
が
り
を
持
ち
、
空
間
と
し
て
も
一
点
の
位
置
を
超

え
た
広
が
り
を
持
っ
て
把
握
さ
れ
る
」
に
対
応
す
る
要
素
。 

 
 

・
（
「
音
」
が
特
定
の
時
間
や
空
間
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
の
に
対
し
）
「
音
楽
＝
旋
律
」
は
そ
の
一
つ
ひ

と
つ
の
「
音
」
が
連
な
っ
た
広
が
り
で
あ
る
（
だ
か
ら
特
定
の
時
間
や
空
間
に
位
置
づ
け
ら
れ
な
い
）
、

と
い
う
内
容
に
な
っ
て
い
れ
ば
、
表
現
の
幅
は
許
容
す
る
。 

 

■
要
素
Ｃ
「
（
音
楽
＝
旋
律
は
）
特
定
の
時
間
や
場
所
を
超
え
た
も
の
だ
と
い
う
こ
と
」
：
２
点 

 
 

・
傍
線
部
の
「
旋
律
＝
音
楽
は
、
結
局
は
そ
の
時
間
や
空
間
に
位
置
づ
け
ら
れ
な
い
」
お
よ
び
本
文
の

「
音
楽
＝
旋
律
は
特
定
の
時
間
や
場
所
を
超
え
て
お
り
」
に
対
応
す
る
要
素
。 

 
 

・
「
日
常
の
時
間
や
空
間
を
離
れ
た
外
に
あ
る
」
「
音
楽
＝
旋
律
は
現
在
と
い
う
時
間
か
ら
も
場
所
か
ら

も
疎
外
さ
れ
て
い
る
」
な
ど
の
表
現
も
可
。 

 

■
要
素
Ｄ
：
文
末
表
現
は
「…

…

こ
と
。
」
と
い
う
形
が
原
則
。
不
適
切
な
文
末
表
現
と
判
断
さ
れ
る
場
合
は

１
点
減
点
。 

   
 



4 

問
三 

 
■
形
式
上
の
不
備 

 

・
文
末
表
現
は
要
素
Ｄ
参
照 

 

基
準 

配
点
８
点 

 

■
模
範
解
答
例 

※
各
要
素
同
意
表
現
可
。
ニ
ュ
ア
ン
ス
が
正
し
け
れ
ば
許
容
。 

Ａ 
 
 
 
 

Ｂ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ａ 

芸
術
作
品
は
、
現
実
の
ど
こ
に
も
属
さ
な
い
場
所
を
人
々
に
経
験
さ
せ
る
こ
と
で
、
特
定
の
現
実
に
縛
ら
れ
な 

 

い
開
か
れ
た
公
共
性
を
可
能
に
す
る
と
い
う
こ
と
。
（
６
２
字
） 

 

■
採
点
方
法
：
各
要
素
単
独
採
点
＋
（
Ｂ
ゆ
え
に
Ａ
が
可
能
に
な
る
）
と
い
う
関
係
の
要
素 

 

■
要
素
Ａ
「
芸
術
作
品
は
、
特
定
の
現
実
に
縛
ら
れ
な
い
開
か
れ
た
公
共
性
を
可
能
に
す
る
」
：
３
点 

 
 

・
芸
術
作
品
の
持
つ
力
、
可
能
性
の
説
明
。 

 
 

・
本
文
の
「
も
し
芸
術
作
品
が
既
存
の
政
治
に
縛
ら
れ
な
い
、
開
か
れ
た
公
共
性
を
可
能
に
す
る
も
の
だ

と
す
れ
ば
」
に
対
応
す
る
要
素
。 

 
 

・
「
共
感
能
力
を
作
動
さ
せ
、
共
感
を
可
能
に
す
る
」
な
ど
の
表
現
も
可
。 

 
 

 

■
要
素
Ｂ
「
現
実
の
ど
こ
に
も
属
さ
な
い
場
所
を
人
々
に
経
験
さ
せ
る
こ
と
で
」
：
３
点 

 
 

・
「
不
在
＝
ネ
ガ
テ
ィ
ヴ
の
場
所
を
経
験
さ
せ
る
」
の
説
明
。 

・
本
文
の
「
現
実
の
ど
こ
に
も
属
さ
な
い
場
所
」
に
対
応
す
る
要
素
。 

 
 

・
「
現
実
に
お
い
て
」
は
そ
の
ま
ま
用
い
て
も
可
。
あ
る
い
は
「
実
際
に
」
（
経
験
さ
せ
る
）
な
ど
で
も

可
。
ま
た
、
「
～
に
経
験
さ
せ
る
」
と
い
う
表
現
が
あ
れ
ば
、
そ
れ
は
「
現
実
に
お
い
て
経
験
さ
せ
る
」

と
同
義
と
み
な
し
て
よ
い
（
「
現
実
に
お
い
て
」
の
パ
ラ
フ
レ
ー
ズ
は
な
く
と
も
よ
い
） 

 

■
要
素
Ｃ
：
（
Ｂ
ゆ
え
に
Ａ
が
可
能
に
な
る
）
と
い
う
関
係
の
要
素
：
２
点 

 
 

・
Ｂ
の
内
容
が×

の
場
合
、
Ａ
が
正
し
く
説
明
さ
れ
て
い
て
も
０
点
。 

 

■
要
素
Ｄ
：
文
末
表
現
は
「…

…

こ
と
。
」
と
い
う
形
が
原
則
。
不
適
切
な
文
末
表
現
と
判
断
さ
れ
る
場
合
は

１
点
減
点
。 
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問
四 

 
■
形
式
上
の
不
備 

 

・
文
末
表
現
は
要
素
Ｅ
参
照 

 

基
準 

配
点
13
点 

 

■
模
範
解
答
例 

※
各
要
素
同
意
表
現
可
。
ニ
ュ
ア
ン
ス
が
正
し
け
れ
ば
許
容
。 

Ａ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ｂ 

ネ
ガ
テ
ィ
ヴ
・
ケ
イ
パ
ビ
リ
テ
ィ
と
は
自
ら
の
現
実
を
否
定
的
な
も
の
と
し
て
受
け
入
れ
る
能
力
で
あ
り
、
そ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ｃ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ｂ 

れ
は
現
実
の
ど
こ
に
も
属
さ
な
い
場
所
、
す
な
わ
ち
全
て
の
人
に
開
か
れ
た
場
所 

を
人
々
に
経
験
さ
せ
る
が
、 

Ｄ そ
の
よ
う
な
場
所
の
経
験
こ
そ
が
あ
ら
ゆ
る
対
立
を
乗
り
越
え
る
可
能
性
を
開
く
か
ら
。
（
１
２
０
字
） 

 

■
採
点
方
法
：
各
要
素
単
独
採
点 

 

■
要
素
Ａ
「
ネ
ガ
テ
ィ
ヴ
・
ケ
イ
パ
ビ
リ
テ
ィ
と
は
自
ら
の
現
実
を
否
定
的
な
も
の
と
し
て
受
け
入
れ
る
能
力

で
あ
る
」
：
３
点 

 
 

・
本
文
の
「
自
分
た
ち
の
現
実
を
否
定
的
な
も
の
、
不
在
の
も
の
と
し
て
受
け
入
れ
る
力
（
つ
ま
り
、
自

ら
の
存
在
を
贖
罪
す
る
こ
と
の
で
き
る
）
ネ
ガ
テ
ィ
ヴ
・
ケ
イ
パ
ビ
リ
テ
ィ
」
に
対
応
す
る
要
素
。 

 

■
要
素
Ｂ
「
ネ
ガ
テ
ィ
ヴ
・
ケ
イ
パ
ビ
リ
テ
ィ
は
現
実
の
ど
こ
に
も
属
さ
な
い
場
所
を
人
々
に
経
験
さ
せ

る
」
：
３
点 

 
 

・
本
文
の
「
そ
の
経
験
は
自
分
が
人
間
社
会
、
そ
の
時
間
と
空
間
に
属
し
て
い
る
と
い
う
自
覚
を
放
棄
さ

せ
る
。
そ
れ
を
可
能
に
す
る
の
が
ネ
ガ
テ
ィ
ヴ
・
ケ
イ
パ
ビ
リ
テ
ィ
で
あ
る
」
に
対
応
す
る
要
素
。 

 

■
要
素
Ｃ
「
現
実
の
ど
こ
に
も
属
さ
な
い
場
所
と
は
す
な
わ
ち
全
て
の
人
に
開
か
れ
た
場
所
で
あ
る
」
：
３
点 

 
 

・
本
文
の
「
こ
の
道
は
永
遠
に
人
々
み
ん
な
の
た
め
に
開
か
れ
て
い
る
」
「
確
か
に
こ
の
光
景
に
は
誰
も

い
な
い
（
つ
ま
り
誰
に
も
占
拠
さ
れ
て
い
な
い
）
」
に
対
応
す
る
要
素
。 

 

■
要
素
Ｄ
「
そ
の
よ
う
な
場
所
の
経
験
こ
そ
が
あ
ら
ゆ
る
対
立
を
乗
り
越
え
る
可
能
性
を
開
く
」
：
４
点 

 
 

・
本
文
の
「
相
い
れ
な
い
距
た
っ
た
場
所
と
は
生
者
と
死
者
、
彼
岸
と
此
岸
に
限
ら
な
い
。
敵
と
味
方
、

白
か
黒
か
、
正
し
い
か
誤
り
か
、
相
対
す
る
だ
け
で
決
し
て
解
決
で
き
な
い
論
争
、
紛
争
、
対
立
の
す

べ
て
、
こ
れ
ら
私
た
ち
の
生
に
膠
着
す
る
煩
わ
し
い
だ
け
の
問
題
を
乗
り
超
え
る
可
能
性
を
、
キ
ー
ツ

は
ネ
ガ
テ
ィ
ヴ
・
ケ
イ
パ
ビ
リ
テ
ィ
に
見
出
そ
う
と
し
て
い
た
の
だ
」
お
よ
び
「
こ
の
不
在
の
場
所
で

す
べ
て
の
〈
た
ま
し
い
〉
が
出
会
う
こ
と
が
で
き
る
、
和
解
す
る
こ
と
も
で
き
る
だ
ろ
う
」
に
対
応
す

る
要
素
。 

 

■
要
素
Ｅ
：
文
末
表
現
は
「…

…

か
ら
。
」
が
原
則
。
不
適
切
な
文
末
表
現
と
判
断
さ
れ
る
場
合
は
１
点
減
点
。 
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問
五 

漢
字
の
書
き
取
り 

各
１
点×

３ 

 
ａ 
弾 

ｂ 
翻
弄 

ｃ 

周
縁 

 



★
２
０
２
２
年
度 

東
大
本
番
レ
ベ
ル
模
試 

第
１
回 

第
二
問
（
古
文
『
狭
衣
物
語
』） 

採
点
基
準 

 

（
一
）
文
科
イ
・
理
科
イ 

傍
線
部
を
現
代
語
訳
せ
よ
。 

【
３
点
】 

  

［
傍
線
部
］ 
Ａ
１
い
は
け
な
く
Ｂ
１
も
の
せ
さ
せ
た
ま
ひ
Ｃ
１
し
よ
り
、 

 

［
解
答
例
］ 

Ａ
１
あ
ど
け
な
く
て
Ｂ
１
い
ら
っ
し
ゃ
っ
Ｃ
１
た
頃
か
ら
、 

 

［
採
点
方
法
］ 

各
要
素
単
独
採
点
。
Ｂ
・
Ｃ
に
は
条
件
あ
り
。 

 

［
字
数
］ 

指
定
な
し
。 

 

［
ポ
イ
ン
ト
］ 

 

※ 

主
体
「
姫
君
（
宮
）
」
の
補
い
の
有
無
は
不
問
。
「
姫
君
（
宮
）
」
以
外
の
人
物
が
補
わ
れ
て
い
る
場
合
は
全
体
か
ら
マ
イ
ナ
ス
１
点
と
す
る
。 

 

Ａ
【
１
点
】
い
は
け
な
く 

→
 

あ
ど
け
な
く
て 

 

※
「
あ
と
げ
な
く
・
あ
ど
け
な
い
様
子
で
」
、
「
幼
く
て
・
幼
く
・
幼
い
様
子
で
」
、
「
子
供
っ
ぽ
く
・
子
供
っ
ぽ
く
て
・
子
供
っ
ぽ
い
様
子
で
」
で
も
よ
い
。 

 

Ｂ
【
１
点
】
も
の
せ
さ
せ
た
ま
ひ 

→
 

い
ら
っ
し
ゃ
っ 

 

※
Ａ
が×

の
場
合
は
得
点
で
き
な
い
。 

 

※
「
お
ら
れ
」
で
も
よ
い
（
「
あ
る
・
い
る
」
＋
尊
敬
の
意
が
あ
れ
ば
よ
い
）
。 

 

Ｃ
【
１
点
】
し
よ
り 
→
 

た
頃
よ
り 

 

※
Ａ
が×

の
場
合
は
得
点
で
き
な
い
。 

 

※ 

過
去
（
〜
た
）
＋
「
頃
（
時
・
時
分
な
ど
）
」
の
補
い
＋
「
か
ら
・
よ
り
」
が
あ
れ
ば
よ
い
。
ど
れ
か
一
つ
の
要
素
が
欠
け
て
も×

。 

  



（
一
）
文
科
エ
・
理
科
ウ 

傍
線
部
を
現
代
語
訳
せ
よ
。 

【
３
点
】 

  

［
傍
線
部
］ 

Ａ
１
堰
き
か
ね
Ｂ
１
た
ま
へ
る
Ｃ
１
け
し
き 

 

［
解
答
例
］ 
Ａ
１
涙
を
こ
ら
え
か
ね
Ｂ
１
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
Ｃ
１
様
子 

 

［
採
点
方
法
］ 
各
要
素
単
独
採
点
。
Ｂ
・
Ｃ
に
は
条
件
あ
り
。 

 

［
字
数
］ 

指
定
な
し
。 

 

［
ポ
イ
ン
ト
］ 

 

※ 

主
体
「
中
将
（
狭
衣
・
狭
衣
中
将
）
」
の
補
い
の
有
無
は
不
問
。
「
中
将
（
狭
衣
・
狭
衣
中
将
）
」
以
外
の
人
物
が
補
わ
れ
て
い
る
場
合
は
全
体
か
ら
マ
イ
ナ
ス
１
点
と
す
る
。 

 

Ａ
【
１
点
】
堰
き
か
ね 

→
 

涙
を
こ
ら
え
か
ね 

 

※
「
涙
を
」
は
「
泣
く
の
を
」
等
、
「
こ
ら
え
」
は
「
我
慢
し
・
堪
え
・
抑
え
。
と
め
・
や
め
」
な
ど
、
「
か
ね
」
は
「
で
き
ず
・
難
し
く
」
等
で
も
よ
い
。 

 

※
「
涙
を
」
・
「
こ
ら
え
」
・
「
か
ね
」
の
ど
れ
か
一
つ
の
要
素
が
欠
け
て
も×

。 

 

Ｂ
【
１
点
】
た
ま
へ
る 

→
 

て
い
ら
っ
し
ゃ
る 

 

※
Ａ
が×

の
場
合
は
得
点
で
き
な
い
。 

 

※
「
お
〜
に
な
っ
て
い
る
・
お
〜
に
な
っ
た
・
な
さ
っ
て
い
る
・
な
さ
っ
た
」
で
も
よ
い
（
尊
敬
＋
存
続
・
完
了
の
意
が
あ
れ
ば
よ
い
）
。 

 

Ｃ
【
１
点
】
け
し
き 

→
 

様
子 

 

※
Ａ
が×

の
場
合
は
得
点
で
き
な
い
。 

 

※
「
あ
り
さ
ま
・
姿
」
等
で
も
よ
い
。 

   



（
一
）
文
科
キ
・
理
科
オ 

傍
線
部
を
現
代
語
訳
せ
よ
。 

【
３
点
】 

  

［
傍
線
部
］ 

Ａ
１
御
心
地
例
な
ら
ぬ
さ
ま
に
て
、
Ｂ
２
奥
ざ
ま
に
入
ら
せ
た
ま
ひ
ぬ
る
。 

 

［
解
答
例
］ 
Ａ
１
御
気
分
が
悪
い
様
子
で
、
Ｂ
２
奥
の
ほ
う
へ
お
入
り
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。 

 

［
採
点
方
法
］ 
各
要
素
単
独
採
点
。 

 

［
字
数
］ 

指
定
な
し
。 

 

［
ポ
イ
ン
ト
］ 

 

※ 

主
体
「
姫
君
（
宮
）
」
の
補
い
の
有
無
は
不
問
。
「
姫
君
（
宮
）
」
以
外
の
人
物
が
補
わ
れ
て
い
る
場
合
は
全
体
か
ら
マ
イ
ナ
ス
１
点
と
す
る
。 

 

Ａ
【
１
点
】
御
心
地
例
な
ら
ぬ
さ
ま
に
て
、 

→
 

御
気
分
が
悪
い
様
子
で
、 

 

※
「
気
分
が
悪
い
様
子
で
」
の
意
が
あ
れ
ば
よ
い
。
「
気
分
」
は
「
気
持
ち
」
等
、
「
悪
い
」
は
「
す
ぐ
れ
な
い
」
等
、
「
様
子
」
は
「
あ
り
さ
ま
」
等
で
も
よ
い
。 

 

※
「
御
気
分
」
の
「
御
」
は
な
く
て
も
よ
し
と
す
る
。 

 

※
「
普
段
と
違
っ
て
・
並
々
な
ら
な
い
」
な
ど
「
例
な
ら
ず
」
で
訳
せ
て
い
る
も
の
も
可
。 

 

※
「
様
子
で
」
の
「
で
」
は
「
で
あ
っ
て
」
で
も
よ
し
と
す
る
。 

 

Ｂ
【
２
点
】
奥
ざ
ま
に
入
ら
せ
た
ま
ひ
ぬ
る 

→
 

奥
の
ほ
う
へ
お
入
り
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。 

 

※
「
奥
へ
は
お
入
り
に
な
っ
た
」
（
「
奥
へ
入
る
」
＋
尊
敬
＋
完
了
）
の
意
が
あ
れ
ば
よ
い
。 

 

※
尊
敬
の
意
、
完
了
の
意
が
な
い
場
合
は
、
そ
れ
ぞ
れ
、
Ｂ
全
体
の
点
か
ら
マ
イ
ナ
ス
１
点
と
す
る
。 

     



文
科
（
二
）・
理
科
（
二
） 

傍
線
部
「･･

･

」
と
は
誰
の
ど
の
よ
う
な
様
子
か
、
説
明
せ
よ
。 

【
５
点
】 

  

［
傍
線
部
］ 

 

近
ま
さ
り
は
い
ま
少
し
類
な
く 

 

［
解
答
例
］ 

 

Ａ
１
宮
の
、
Ｂ
１
近
く
で
見
る
と
、
Ｃ
３
普
段
見
る
よ
り
も
さ
ら
に
優
っ
て
美
し
く
感
じ
ら
れ
る
様
子
。 

 

［
採
点
方
法
］ 
各
要
素
単
独
採
点
。
Ａ
・
Ｂ
に
は
条
件
あ
り
。 

 

［
字
数
］ 

指
定
な
し
。 

 

［
ポ
イ
ン
ト
］ 

 

Ａ
【
１
点
】
宮
の
、 

 

※
Ｃ
が
０
点
の
場
合
は
得
点
で
き
な
い
。 

 

※
「
姫
君
の
」
で
も
よ
い
。 

 

Ｂ
【
１
点
】
近
く
で
見
る
と
、 

 

※
Ｃ
が
０
点
の
場
合
は
得
点
で
き
な
い
。 

 

※
「
近
づ
い
て
見
る
と
」
等
で
も
よ
い
。 

 

※
「
近
く
だ
と
」
の
よ
う
に
「
見
る
」
が
な
い
が
「
近
く
で
接
す
る
と
」
の
意
と
と
れ
る
場
合
は
【
１
点
】
。 

 

※
「
近
所
で
・
最
近
」
等
の
意
と
な
っ
て
い
る
場
合
は×

。
「
近
く
だ
と
」
等
で
も
、
「
近
所
で
・
最
近
」
等
の
意
と
と
れ
る
場
合
は×

。 

 

Ｃ
【
３
点
】
普
段
見
る
よ
り
も
さ
ら
に
優
っ
て
美
し
く
感
じ
ら
れ
る
様
子
。 

 

※
「
美
し
い
」
１
点
、
「
さ
ら
に
・
よ
り
一
層
」
１
点
、「
優
っ
て
・
こ
の
上
な
く
・
た
い
そ
う
」
１
点
。 

     



文
科
（
三
）・
文
科
の
み 

傍
線
部
「･･･

」
と
は
ど
の
よ
う
な
人
の
こ
と
か
、
誰
の
こ
と
を
言
っ
て
い
る
の
か
明
ら
か
に
し
て
説
明
せ
よ
。 

【
５
点
】 

  

［
傍
線
部
］ 

Ａ
２
い
と
か
う
世
に
知
ら
ぬ
Ｂ
２
物
思
ふ
（
Ｃ
１
）
人 

 

［
解
答
例
］ 
Ａ
２
こ
の
世
に
二
人
と
い
な
い
ほ
ど
に
ひ
ど
く
Ｂ
２
恋
に
思
い
悩
ん
で
い
る
Ｃ
１
中
将
の
よ
う
な
人
。 

 

［
採
点
方
法
］ 
各
要
素
単
独
採
点
。
Ａ
に
は
条
件
あ
り
。 

 

［
字
数
］ 

指
定
な
し
。 

 

［
ポ
イ
ン
ト
］ 

 

Ａ
【
２
点
】
こ
の
世
に
二
人
と
い
な
い
ほ
ど
に
ひ
ど
く 

 

※
Ｂ
が
０
点
の
場
合
は
得
点
で
き
な
い
。 

 

※
「
こ
の
世
に
二
人
と
い
な
い
ほ
ど
に
（
ま
た
と
な
い
ほ
ど
に
・
他
と
比
べ
物
に
な
ら
な
い
ほ
ど
に
・
誰
に
も
負
け
な
い
く
ら
い 

等
）
」
の
意
が
あ
れ
ば
【
２
点
】
。 

 
 

こ
の
意
が
あ
れ
ば
「
ひ
ど
く
（
こ
の
上
な
く
・
た
い
そ
う
・
と
て
も
・
実
に
・
非
常
に 

等
）
」
は
な
く
て
も
よ
し
と
す
る
。 

 

※
「
ま
た
と
な
い
ほ
ど
に
」
の
意
が
な
い
が
「
ひ
ど
く
（
こ
の
上
な
く
・
た
い
そ
う
・
と
て
も
・
実
に
・
非
常
に 

等
）
」
の
意
が
あ
る
場
合
は
【
１
点
】
。 

 

Ｂ
【
２
点
】
恋
に
思
い
悩
ん
で
い
る 

 

※
「
恋
に
悩
む
」
の
意
が
あ
れ
ば
【
２
点
】
。
「
恋
に
」
の
意
が
な
い
が
、
「
悩
む
」
の
意
が
あ
る
場
合
は
【
１
点
】
。 

 
 

「
ど
う
し
て
よ
い
か
わ
か
ら
な
い
」
は
「
悩
む
」
と
同
意
と
す
る
。 

 

※
「
悩
む
」
の
意
が
な
い
「
恋
す
る
・
宮
（
姫
君
）
を
思
慕
し
て
い
る
」
等
は
【
１
点
】
。 

 

Ｃ
【
１
点
】
中
将
の
よ
う
な
人
。 

 

※
解
答
の
ど
こ
か
で
「
中
将
（
狭
衣
・
狭
衣
中
将
）
の
よ
う
な
人
」
の
意
が
説
明
さ
れ
て
い
れ
ば
よ
い
。 

   



文
科
（
四
）・
理
科
（
三
） 

傍
線
部
「･･

･

」
と
あ
る
が
、
中
将
は
、
宮
が
ど
う
す
れ
ば
思
い
出
に
な
る
と
言
っ
て
い
る
の
か
、
説
明
せ
よ
。 

【
６
点
】 

  

［
傍
線
部
］ 

こ
の
世
の
思
ひ
出
で
に
し
侍
る
べ
き 

 

［
解
答
例
］ 
Ａ
４
中
将
の
恋
心
を
理
解
し
、
Ｂ
２
今
ま
で
よ
り
も
好
意
を
感
じ
て
く
れ
れ
ば
。 

 

［
採
点
方
法
］ 
各
要
素
単
独
採
点
。 

 

［
字
数
］ 

指
定
な
し
。 

 

［
ポ
イ
ン
ト
］ 

  

※
全
体
の
主
体
と
し
て
の
「
宮
（
姫
君
）
が
」
の
有
無
は
不
問
。 

 

Ａ
【
４
点
】
中
将
の
恋
心
を
理
解
し
、 

 

※
「
自
分
の
恋
心
」
な
ど
、
「
中
将
（
狭
衣
・
狭
衣
中
将
）
の
」
と
な
く
て
も
中
将
と
わ
か
る
も
の
は
許
容
。
誰
の
心
か
わ
か
ら
な
い
場
合
の
み
、
マ
イ
ナ
ス
１
点
。 

  

※
「
恋
心
」
は
「
愛
情
・
恋
情
・
思
慕
す
る
気
持
ち
」
等
で
も
よ
い
。
「
愛
・
恋
」
の
意
が
な
い
「
思
い
」
と
な
っ
て
い
る
場
合
は
、
マ
イ
ナ
ス
１
点
。 

 
 

こ
れ
ら
に
相
当
す
る
表
現
が
な
い
場
合
は×

。 

 

※
「
恋
心
」
に
対
す
る
修
飾
語
と
し
て
の
「
姫
君
（
宮
）
に
対
す
る
」
と
い
う
表
現
の
有
無
は
不
問
。 

 

※
「
理
解
し
」
は
「
知
り
・
受
け
入
れ
」
等
で
も
よ
い
。 

 

Ｂ
【
２
点
】
今
ま
で
よ
り
も
好
意
を
感
じ
て
く
れ
れ
ば
。 

 

※
「
好
意
を
感
じ
」
は
「
好
意
を
持
ち
・
関
心
を
寄
せ
・
思
い
を
寄
せ
・
愛
情
を
抱
き
・
愛
し
」
等
、
ま
た
、
「
う
と
ま
し
く
思
わ
な
い
」
等
で
も
よ
し
と
す
る
。 

 
 

こ
れ
ら
に
相
当
す
る
表
現
が
な
い
場
合
は×

。 

 

※
「
今
ま
で
よ
り
も
」
は
「
こ
れ
ま
で
の
年
月
よ
り
も
・
今
以
上
に
・
さ
ら
に
・
も
っ
と
」
等
で
も
よ
い
。
こ
れ
に
相
当
す
る
表
現
が
な
い
場
合
は
、
マ
イ
ナ
ス
１
点
。 

 

※
文
末
表
現
は
「
〜
ば
。」
が
望
ま
し
い
が
、「
思
い
出
に
な
る
」・「
〜
こ
と
。
」
等
で
も
よ
し
と
す
る
。 

 



文
科
（
五
）・
文
科
の
み 

傍
線
部
「･･･

」
と
あ
る
が
、「
同
じ
さ
ま
」
と
は
ど
の
よ
う
な
状
態
か
、
説
明
せ
よ
。 

【
５
点
】 

  

［
傍
線
部
の
和
歌
］ 

同
じ
さ
ま
に
て
伏
し
た
ま
へ
る 

 

［
解
答
例
］ 
Ａ
３
中
将
に
腕
を
つ
か
ま
れ
た
勢
い
で
Ｂ
２
突
っ
伏
し
て
し
ま
っ
た
ま
ま
の
状
態
。 

 

［
採
点
方
法
］ 
各
要
素
単
独
採
点
。 

 

［
字
数
］ 

指
定
な
し
。 

 

［
ポ
イ
ン
ト
］ 

 

Ａ
【
３
点
】
中
将
に
腕
を
つ
か
ま
れ
た
勢
い
で 

 

※
「
中
将
に
腕
を
つ
か
ま
れ
て
」
の
意
が
あ
れ
ば
【
３
点
】
。
「
つ
か
ま
れ
」
は
「
と
ら
れ
」
等
で
も
よ
い
。 

 

※
「
腕
」
は
「
手
」
で
も
よ
し
と
す
る
。
「
腕
（
手
）
を
」
が
な
く
「
つ
か
ま
れ
て
（
と
ら
れ
て
）
」
に
相
当
す
る
表
現
が
あ
る
場
合
は
マ
イ
ナ
ス
１
点
。 

 

※
「
中
将
に
」
に
相
当
す
る
表
現
が
な
い
場
合
は
マ
イ
ナ
ス
１
点
。 

 

※
「
中
将
が
腕
を
つ
か
む
」
の
意
は
あ
る
が
、
こ
れ
が
Ｂ
の
「
伏
す
」
の
原
因
と
し
て
書
か
れ
て
い
な
い
場
合
は
マ
イ
ナ
ス
１
点
。 

 

※
「
勢
い
で
・
恐
ろ
し
さ
の
あ
ま
り
」
等
の
有
無
は
不
問
。 

 

Ｂ
【
２
点
】
突
っ
伏
し
て
し
ま
っ
た
ま
ま
の
状
態
。 

 

※
「
突
っ
伏
し
た
状
態
・
う
つ
伏
せ
た
状
態
・
倒
れ
た
状
態
・
横
に
な
っ
た
状
態
・
転
ん
だ
状
態
」
な
ど
の
意
が
あ
れ
ば
【
２
点
】
。 

 
 

た
だ
し
、
「
腕、
に、
伏
し
た
」
と
な
っ
て
い
る
場
合
は
【
１
点
】
。 

 

※
文
末
表
現
は
「
状
態
。」
が
望
ま
し
い
が
、「
様
子
」
等
で
も
よ
し
と
す
る
。 

 



２
０
２
２
年
度 

第
１
回 

東
大
本
番
レ
ベ
ル
模
試 

 

第
３
問
（
漢
文
） 

採
点
基
準 

 

（
一
） 

ｂ 

ａ
邪
説 
ｂ
に
な
る
。 

（
２
点
） 

 

ａ 

「
姦
説
」
の
言
い
換
え 

１
点 

 
 

「
邪
説
」 

 
 

「
悪
い
説
」 

 
 

「
正
し
く
な
い
説
」 

 
 

「
よ
く
な
い
説
」 

 
 

「
ま
ち
が
っ
た
説
」 

な
ど
○ 

  
 

「
嘘
の
説
」 

 
 

「
よ
く
な
い
考
え
」 

 
 

「
悪
い
言
葉
」 

 
 

「
ま
ち
が
っ
た
文
章
」 

な
ど×

 

  

ｂ 
 

「
〜
と
為
る
」
の
訳 

１
点 

 
 

「
〜
に
な
る
」 

 
 

「
〜
と
な
る
」 

 
 

「
〜
と
さ
れ
る
」 

 
 

「
〜
と
見
な
さ
れ
る
」 

な
ど
○ 

  
 

「
〜
と
見
な
す
」 

 
 

「
〜
と
す
る
」 

は×
 

  
 



ｃ 
ａ
何
も
変
わ
っ
て
い
な
い 

ｂ
の
で
あ
る 

（
２
点
） 

 

ａ 

「
未
だ
嘗
て
改
ま
ら
ざ
る
」
の
言
い
換
え 

２
点 

 
 

「
何
も
変
わ
っ
て
は
い
な
い
」 

 
 

「
全
く
変
わ
っ
て
い
な
い
」 

 
 

「
一
度
も
改
ま
っ
た
こ
と
は
な
い
」 

 
 

「
ま
だ
一
度
も
変
わ
っ
た
こ
と
は
な
い
」 

 
 

「
一
度
も
生
え
変
わ
っ
た
こ
と
が
な
い
」 

な
ど
○ 

  
 

「
ま
だ
改
め
た
こ
と
が
な
い
」 

 
 

「
変
化
し
な
か
っ
た
こ
と
は
な
い
」 
は×

」 

  

ｂ 

「
也
（
な
り
）
」
の
訳
出
は
不
問
と
す
る
。 

  
 



ｆ
（
理
科
は
ｅ
）  

ど
う
し
て
そ
う
な
る
の
か
。 

（
２
点
） 

 
※
読
み
方
は
「
孰
か
之
を
し
て
然
ら
し
む
る
や
」 

 

 
 

「
ど
う
し
て
そ
う
な
る
の
か
」 

 
 

「
ど
う
し
て
そ
の
よ
う
な
変
化
が
お
き
る
の
か
」 

 
 

「
何
が
そ
う
さ
せ
る
の
か
」 

 
 

「
な
ぜ
そ
う
な
る
の
か
」 

な
ど
○ 

 
 

「
誰
が
こ
れ
を
そ
う
さ
せ
る
の
か
」 

 
 

「
誰
が
言
を
そ
う
さ
せ
る
の
か
」 

も
○ 

  
 

「
誰
が
こ
れ
を
使
う
か
」 

 
 

「
ど
ち
ら
が
こ
れ
を
そ
う
さ
せ
る
の
か
」 

 
 

「
ど
う
し
て
そ
う
な
る
の
だ
ろ
う
か
（
反
語
）
」 
な
ど
は×

 

  
 



（
二
） 

ａ
小
人
の
言
葉
も
、 

ｂ
君
子
が
言
う
と
、 

ｃ
正
し
い
も
の
と
見
ら
れ
る 

ｄ
と
い
う
こ
と
。 

（
６
点
） 

 

ａ
「
小
人
の
言
を
以
て
」
の
要
素 

２
点 

 
 

「
小
人
の
言
葉
で
も
」 

 
 

「
小
人
の
言
っ
た
こ
と
も
」 

 
 

「
内
容
が
小
人
の
言
葉
も
」 

な
ど
○ 

※
「
小
人
」
は
そ
の
ま
ま
で
よ
い
と
い
う
注
記
が
あ
る
が
、
「
つ
ま
ら
ぬ
人

間
」
の
よ
う
に
し
て
い
て
も
可
。
「
子
供
」
に
な
っ
て
い
れ
ば×

 

  

ｂ
「
君
子
の
口
を
借
り
て
之
を
発
す
れ
ば
」
の
要
素 

２
点 

 
 

「
君
子
が
言
う
と
」 

 
 

「
君
子
の
口
か
ら
言
う
と
」 

 
 

「
君
子
の
口
か
ら
発
せ
ら
れ
る
と
」 

 
 

「
君
子
か
ら
聞
く
と
」 

な
ど
○ 

※
「
君
子
」
は
そ
の
ま
ま
で
よ
い
が
、
「
人
格
者
」
「
学
問
教
養
の
あ
る
人
」

の
よ
う
に
し
て
い
て
も
可
。
「
王
」
「
為
政
者
」
に
な
っ
て
い
る
も
の
は×

 

  

ｃ
「
天
下
其
の
正
を
見
て
其
の
邪
を
見
ず
」
の
要
素 

２
点 

※
「
天
下
は
」
「
世
間
は
」
「
人
は
」
な
ど
の
有
無
は
不
問
。 

 
 

「
正
し
い
も
の
と
見
ら
れ
る
」 

 
 

「
正
し
い
と
さ
れ
る
（
す
る
）
」 

 
 

「
正
し
い
も
の
と
見
る
（
見
な
す
）
」 

 
 

「
正
し
い
と
し
邪
と
は
見
な
さ
な
い
」 

 
 

「
邪
な
も
の
と
は
見
な
い
」 

 
 

「
正
し
い
と
信
じ
込
む
」 

な
ど
○ 

 



 
 

「
間
違
い
に
気
づ
か
な
い
」 

 
 

「
長
所
ば
か
り
見
よ
う
と
す
る
」 

は×
 

※ 

「
同
じ
言
葉
で
も
、
誰
が
言
っ
た
か
で
正
に
も
邪
に
も
受
け
取
ら
れ
る
」
の

よ
う
で
も
◯ 

※ 
「
君
子
が
言
え
ば
何
を
言
っ
て
も
正
し
く
な
る
」
は
△-

２
点 

 

ｄ 
 

文
末
の
「
〜
と
い
う
こ
と
」
の
有
無
は
不
問
と
す
る
。 

  
 



（
三
） 

ａ
春
気
の
訪
れ
や
秋
気
の
訪
れ
に
よ
っ
て
、 

ｂ
木
が
変
化
す
る
よ
う
に
、 

ｃ
言
葉
も
、 

 

ｄ
気
の
加
わ
り
方
で
変
化
す
る 

ｅ
と
い
う
こ
と
。 

（
８
点
） 

 

ａ
ｂ 

「
〜
モ
亦
」
の
受
け
る
第
二
段
落
の
内
容 

４
点 

※
ａ
「
春
気
や
秋
気
の
訪
れ
に
よ
っ
て
」 

 
 

「
気
の
訪
れ
に
よ
っ
て
」 

 
 

「
気
の
変
化
に
よ
っ
て
」 

の
要
素 

２
点 

 
 

「
何
か
が
変
わ
れ
ば
」
は×

 

  
 

 

※
ｂ
「
木
が
変
化
す
る
よ
う
に
」 

 
 

「
木
も
姿
を
変
え
る
よ
う
に
」 

 
 

「
木
が
変
化
す
る
の
と
同
じ
く
」 

 
 

「
木
の
様
子
が
変
わ
る
の
と
同
様
に
」 

 
 

「
木
が
栄
え
た
り
枯
れ
た
り
す
る
よ
う
に
」 

 
 

「
木
が
盛
ん
に
な
っ
た
り
衰
え
た
り
す
る
よ
う
に
」 

の
要
素 
２
点 

 
 

「
木
が
」
が
な
い
も
の 

△−

１
点 

 
 

「
枝
や
幹
が
」
に
し
て
い
る
も
の×

 

  

ｃ 
 

「
言
も
」
の
言
い
換
え 

１
点 

 
 

「
言
葉
も
」 

 
 

「
人
の
言
葉
も
」 

 
 

「
人
の
発
言
も
」 

 
 

「
人
の
言
う
こ
と
も
」 

な
ど
○ 

※ 

「
言
も
」
の
ま
ま
で
も
○
と
す
る 

   
 



ｄ 
ａ
ｂ
に
対
置
さ
れ
る
第
三
段
落
の
内
容 

３
点 

 

「
気
の
加
わ
り
方
で
変
化
す
る
」 

 

「
万
物
生
成
の
根
元
力
に
よ
っ
て
変
わ
る
」 

 
「
加
わ
る
気
に
よ
っ
て
変
化
す
る
」 

 

「
気
に
よ
っ
て
善
に
も
悪
に
も
な
る
」 

 

「
気
の
加
わ
り
方
で
全
く
違
っ
て
く
る
」 

な
ど
○ 

※ 

「
気
が
加
わ
っ
て
」
の
要
素
が
な
く
、
単
に
「
変
わ
る
」
「
変
化
す
る
」

「
変
わ
っ
て
く
る
」
な
ど
は
△−

２
点 

  

ｅ 
 

文
末
の
「
〜
と
い
う
こ
と
」
の
有
無
は
不
問
と
す
る
。 

  
 



（
四
）
文
科
の
み 

ａ
気
の
加
わ
り
方
で 

ｂ
言
葉
が
一
言
で
も
変
わ
る
と
、 

ｃ
そ
の
言
葉
の
善
悪
は
、 

ｄ
天
と
地
ほ

ど
の
ひ
ら
き
に
な
る 

ｅ
と
い
う
こ
と
。 

８
点 

 

ａ 
 

「
何
に
よ
っ
て
」
の
内
容 

３
点 

 
 

「
気
に
加
わ
り
方
で
（
に
よ
っ
て
）
」 

 
 

「
気
に
よ
っ
て
」 

な
ど
○ 

 

「
話
す
人
の
人
柄
（
人
望
）
に
よ
っ
て
」 

「
話
す
人
に
よ
っ
て
」 

は×
 

 

ｂ 
 

「
一
言
移
ら
ば
」
の
要
素 

１
点 

 
 

「
言
葉
が
一
言
で
も
変
わ
る
と
」 

 
 

「
一
つ
の
言
葉
が
変
わ
る
と
」 

 
 

「
一
言
変
化
す
る
と
」 

 
 

「
言
葉
の
中
身
が
変
わ
る
と
」 

な
ど
○ 

  
 

「
言
い
方
を
変
え
る
と
」 

 
 

「
一
言
だ
け
変
え
る
と
」 

な
ど
は×
 

  

ｃ 
 

「
善
悪
」
の
要
素 

１
点 

 
 

「
そ
の
言
葉
の
善
悪
は
」 

 
 

「
言
葉
が
持
つ
意
味
の
善
悪
は
」 

な
ど
○ 

 
 

※ 

単
に
「
善
悪
は
」
に
し
て
い
る
も
の
は
△−

１
点 

  
 



ｄ 
 

「
霄
壌
な
り
」
の
言
い
た
い
こ
と 

３
点 

 
 

「
天
と
地
ほ
ど
の
ひ
ら
き
に
な
る
」 

 
 

「
天
と
地
ほ
ど
の
へ
だ
た
り
に
な
る
」 

 
 

「
天
と
地
ほ
ど
に
違
っ
た
も
の
に
な
る
」 

 
 

「
天
と
地
ほ
ど
変
わ
っ
て
し
ま
う
」 

な
ど
○ 

  
 

 
 

※
「
ひ
ら
き
に
な
る
・
隔
た
り
に
な
る
」
の
説
明
が
あ
れ
ば
２
点
。
な
い
場
合
は
０
点
。 

 
 

 
 
 

「
ひ
ら
き
に
な
る
・
隔
た
り
に
な
る
」
の
説
明
が
あ
っ
た
上
で
「
天
と
地
ほ
ど
・
大
き

く
」
な
ど
隔
た
り
の
程
度
の
説
明
が
あ
る
場
合
、
さ
ら
に
１
点
。 

  
 

「
逆
転
す
る
」
は×

 

  

※
「
そ
れ
は
、
善
と
悪
、
天
と
地
の
よ
う
に
正
反
対
に
な
る
」
は
ｃ
・
ｄ×

−

４
点 

 

ｃ
は
ｄ
に
な
る
と
い
う
説
明
が
必
要
。 

 

ｅ 
 

文
末
の
「
〜
と
い
う
こ
と
」
の
有
無
は
不
問
と
す
る
。 

     

（
五
）
文
科
の
み 

 

ｇ
＝
気 

 

ｈ
＝
言 

二
つ
と
も
○
で
２
点 

 

※ 

正
答
以
外
は×
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第
四
問
（
２
０
点
満
点
） 

 
■
採
点
の
原
則 

 

① 
全
て
の
答
案
に
つ
い
て
各
要
素
単
独
採
点
と
す
る
が
、
答
案
が
全
く
日
本
語
の
文
（
章
）
の
体
を
な
し

て
い
な
い
と
判
断
さ
れ
る
場
合
は
、
要
素
の
有
無
に
関
係
な
く
０
点
と
す
る
。 

 

② 

漢
字
の
誤
り
、
送
り
仮
名
の
誤
り
、
句
点
の
抜
け
に
つ
い
て
は
、
一
つ
ご
と
に
１
点
減
点
す
る
。 

 

 
 問

一 

 

■
形
式
上
の
不
備 

・
文
末
表
現
は
要
素
Ｄ
参
照 

 

基
準 

配
点
５
点 

 

■
模
範
解
答
例 

※
各
要
素
同
意
表
現
可
。
ニ
ュ
ア
ン
ス
が
正
し
け
れ
ば
許
容
。 

Ａ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ｂ 

長
い
こ
と
日
記
を
つ
け
て
い
る
が
、
昔
書
い
た
も
の
と
最
近
の
も
の
と
を
い
れ
変
え
て
み
て
も
違
和
感
が
な
い 

 
 
 

Ｃ 

ほ
ど
、
そ
こ
に
書
か
れ
た
行
動
や
思
考
内
容
に
変
化
が
な
い
か
ら
。 

 

■
採
点
方
法
：
各
要
素
単
独
採
点 

 
 

・
「
日
記
」
と
い
う
表
現
が
含
ま
れ
て
い
な
い
答
案
は
、
傍
線
部
の
理
由
と
な
り
え
な
い
た
め
、
要
素
Ａ

Ｂ
Ｃ
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、
０
点
。 

 

■
要
素
Ａ
「
長
い
こ
と
日
記
を
つ
け
て
い
る
が
」
：
１
点 

 
 

・
本
文
の
「
一

頁
ペ
ｰ
ジ

に
二
日
分
書
け
る
日
記
帖
を
重
宝
し
て
い
て
、
も
う
二
十
年
ほ
ど
に
も
な
る
」
に
対

応
す
る
要
素
。 

・
「
十
年
ほ
ど
前
に
書
い
た
日
記
の
内
容
と
変
わ
っ
て
い
な
い
」
な
ど
の
、
長
年
に
わ
た
っ
て
日
記
を
書

い
て
い
た
こ
と
が
間
接
的
に
分
か
る
内
容
が
含
ま
れ
て
い
れ
ば
加
点
し
て
よ
い
。 

・
曖
昧
な
表
現
、
不
正
確
な
表
現
の
場
合
、
０
点
。 

・
「
日
記
」
と
い
う
表
現
が
含
ま
れ
て
い
な
い
場
合
、
０
点
。 

 

■
要
素
Ｂ
「
昔
書
い
た
も
の
と
最
近
の
も
の
と
を
い
れ
変
え
て
み
て
も
違
和
感
が
な
い
ほ
ど
」
：
２
点 

 
 

・
本
文
の
「
十
年
ほ
ど
前
に
、
し
て
い
た
こ
と
考
え
て
い
た
こ
と
と
、
昨
日
今
日
の
そ
れ
と
を
い
れ
変
え

て
み
て
も
、
オ
ヤ
っ
と
気
づ
く
程
の
も
の
も
な
い
く
ら
い
」
に
対
応
す
る
要
素
。 

・
同
等
の
表
現
で
あ
れ
ば
広
く
許
容
し
て
加
点
し
て
よ
い
。 

 

・
曖
昧
な
表
現
（
指
示
語
の
指
示
内
容
が
不
明
瞭
な
ど
）
、
不
正
確
な
表
現
の
場
合
、
１
点
。 

 

■
要
素
Ｃ
「
そ
こ
に
書
か
れ
た
行
動
や
思
考
内
容
に
変
化
が
な
い
」
：
２
点 

 
 

・
傍
線
部
の
「
随
分
進
歩
し
な
い
人
間
だ
な
あ
と
呆
れ
る
」
の
理
由
と
な
る
要
素
。 

・
同
等
の
表
現
で
あ
れ
ば
広
く
許
容
し
て
加
点
し
て
よ
い
。 

 

・
曖
昧
な
表
現
、
不
正
確
な
表
現
の
場
合
、
１
点
。 

・
「
生
活
に
進
歩
が
な
い
」
の
で
は
な
く
「
人
間
に
進
歩
が
な
い
」
の
だ
か
ら
、
「
変
わ
り
ば
え
の
し
な

い
生
活
」
「
平
々
凡
々
の
暮
ら
し
」
な
ど
の
表
現
の
場
合
、
１
点
。 

 

■
要
素
Ｄ
：
文
末
表
現
は
「…

…

か
ら
。
」
が
原
則
。
不
適
切
な
文
末
表
現
と
判
断
さ
れ
る
場
合
は
１
点
減
点
。 

 
 



3 

問
二 

 
■
形
式
上
の
不
備 

・
文
末
表
現
は
要
素
Ｄ
参
照 

 

基
準 

配
点
５
点 

 

■
模
範
解
答
例 

※
各
要
素
同
意
表
現
可
。
ニ
ュ
ア
ン
ス
が
正
し
け
れ
ば
許
容
。 

Ａ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ｂ 
 
 
 
 
 
 
 

Ｃ 

変
化
の
な
い
日
々
の
茶
飯
事
を
書
く
だ
け
の
日
記
で
あ
る
こ
と
だ
し
、
老
い
先
短
い
自
分
が 

来
年
分
の
日
記

を
早
め
に
買
っ
て
使
う
前
に
死
ん
だ
ら
勿
体
な
い
と
思
う
か
ら
。 

 

■
採
点
方
法
：
各
要
素
単
独
採
点 

 

■
要
素
Ａ
「
変
化
の
な
い
日
々
の
茶
飯
事
を
書
く
だ
け
の
日
記
で
あ
る
こ
と
だ
し
」
：
２
点 

・
「
日
記
に
か
ぎ
っ
て
」
と
い
う
、
他
の
必
要
性
の
高
い
も
の
と
は
異
な
る
日
記
の
性
質
を
説
明
す
る
部

分
。 

・
本
文
の
「
日
常
茶
飯
事
や

一
寸

ち
ょ
っ
と

し
た
感
想
を
七
、
八
行
、
大
き
な
字
で
書
く
の
だ
か
ら
大
し
て
苦
に

な
ら
な
い
。
平
々
凡
々
の
暮
ら
し
だ
か
ら
、
読
み
返
し
て
み
て
も
、
辛
気
く
さ
く
て
、
い
っ
こ
う
に
パ

ッ
と
し
た
と
こ
ろ
が
な
い
」
「
（
日
記
を
つ
け
る
こ
と
も
）
ひ
ょ
っ
と
し
た
ら
、
死
ぬ
ま
で
の
時
間
つ

ぶ
し
の
一
種
か
、
と
考
え
ら
れ
ぬ
こ
と
も
な
い…

…

」
な
ど
に
対
応
す
る
要
素
。 

・
「
平
々
凡
々
の
暮
ら
し
の
茶
飯
事
を
書
き
つ
け
る
だ
け
の
日
記
に
は
（
死
ぬ
ま
で
の
時
間
つ
ぶ
し
と
も

い
え
る
よ
う
な
日
記
に
は
）
、
石
油
な
ど
の
日
々
の
必
需
品
に
比
べ
て
切
迫
し
た
必
要
性
も
感
じ
ら
れ

な
い
」
と
い
っ
た
意
味
合
い
が
込
め
ら
れ
て
い
れ
ば
加
点
し
て
よ
い
。 

 

・
説
明
が
曖
昧
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
場
合
や
不
正
確
な
表
現
の
場
合
は
１
点
。 

 

■
要
素
Ｂ
「
老
い
先
短
い
自
分
が
」
：
１
点 

・
「
老
境
に
あ
る
自
分
は
、
い
つ
ま
で
生
き
て
い
ら
れ
る
か
わ
か
ら
な
い
」
と
い
う
内
容
を
説
明
す
る
部

分
。
「
死
を
身
近
に
感
じ
て
い
る
自
分
に
と
っ
て
」
な
ど
、
同
等
の
表
現
で
あ
れ
ば
加
点
し
て
よ
い
。 

・
説
明
が
曖
昧
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
場
合
は
加
点
な
し
。 

 

■
要
素
Ｃ
「
来
年
分
の
日
記
を
早
め
に
買
っ
て
使
う
前
に
死
ん
だ
ら
勿
体
な
い
と
思
う
」
：
２
点 

・
本
文
の
「
結
局
は
当
方
の
ケ
チ
根
性
で
あ
ろ
う
と
思
う
。
ぎ
り
ぎ
り
ま
で
、
十
二
月
の
せ
め
て
中
旬
ご

ろ
ま
で
、
そ
れ
ま
で
は
ま
だ
残
っ
て
い
る
だ
ろ
う
、
急
い
で
買
っ
て
、
（
こ
こ
か
ら
が
お
か
し
い
）
急
に

コ
ロ
リ
と
死
ん
で
し
ま
っ
た
ら
勿
体
な
い…

…

」
に
対
応
す
る
要
素
。 

・
同
等
の
表
現
で
あ
れ
ば
加
点
し
て
よ
い
。 

・
説
明
が
曖
昧
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
場
合
は
、
１
点
。 

 

■
要
素
Ｄ
「
か
ら
。
」
：
明
ら
か
に
不
適
切
な
文
末
表
現
と
判
断
さ
れ
る
場
合
は
１
点
減
点
。 
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問
三 

 
■
形
式
上
の
不
備 

・
文
末
表
現
は
要
素
Ｃ
参
照 

 

基
準 

配
点
５
点 

 

■
模
範
解
答
例 

※
各
要
素
同
意
表
現
可
。
ニ
ュ
ア
ン
ス
が
正
し
け
れ
ば
許
容
。 

Ａ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ｂ 

退
屈
な
仕
事
の
合
間
に
撮
ら
れ
た
、
ぞ
ん
ざ
い
で
そ
っ
け
な
い
顔
を
し
た
母
親
の
写
真
は
、
自
分
の
中
の
母
親

像
を
最
も
よ
く
表
し
て
い
る
よ
う
に
思
え
る
と
い
う
こ
と
。 

 

■
採
点
方
法
：
要
素
Ｂ
が
満
た
さ
れ
て
い
な
け
れ
ば
、
要
素
Ａ
の
内
容
如
何
に
関
わ
ら
ず
、
加
点
な
し
。 

 
 
 
 
 
 

■
要
素
Ａ
「
退
屈
な
仕
事
の
合
間
に
撮
ら
れ
た
、
ぞ
ん
ざ
い
で
そ
っ
け
な
い
顔
を
し
た
母
親
の
写
真
は
」
：
３

点 
 
 

・
本
文
の
「
仕
事
中
に
い
き
な
り
陽
の
あ
た
る
と
こ
ろ
へ
引
張
り
出
さ
れ
た
の
で
、
少
々
迷
惑
そ
う
な
、

そ
れ
で
も
息
抜
き
が
で
き
て
嬉
し
く
な
い
こ
と
も
な
い
顔
を
し
て
、
そ
ん
な
ふ
と
こ
ろ
手
み
た
い
な
ぞ

ん
ざ
い
な
姿
で
も
っ
さ
り
と
写
っ
て
い
る
」
に
対
応
す
る
要
素
。 

・
ほ
ぼ
同
等
の
説
明
内
容
で
あ
る
と
判
断
で
き
れ
ば
加
点
し
て
よ
い
。 

・
「
監
視
役
を
し
て
い
る
母
親
の
写
真
は
」
「
寒
そ
う
に
、
場
外
に
立
っ
て
風
に
吹
か
れ
て
い
る
母
親
の

写
真
は
」
な
ど
、
要
素
Ｂ
の
「
母
親
ら
し
い
姿
」
に
つ
な
が
ら
な
い
表
現
の
場
合
は
加
点
な
し
。 

 

■
要
素
Ｂ
「
自
分
の
中
の
母
親
像
を
最
も
よ
く
表
し
て
い
る
よ
う
に
思
え
る
」
：
２
点 

 
 

・
傍
線
部
の
「
い
ち
ば
ん
そ
れ
ら
し
く

、
、
、
、
、
見
え
る
」
の
説
明
。 

・
「
自
分
の
中
の
母
の
イ
メ
ー
ジ
を
い
ち
ば
ん
よ
く
表
し
て
い
る
」
「
最
も
母
親
ら
し
く
見
え
る
」
「
母

親
の
素
顔
を
何
よ
り
も
よ
く
写
し
て
い
る
」
な
ど
、
ほ
ぼ
同
等
の
説
明
内
容
で
あ
る
と
判
断
で
き
れ
ば
、

３
点
。 

・
「
母
親
の
人
生
を
～
」
「
母
親
の
生
き
方
を
～
」
な
ど
、
説
明
が
曖
昧
あ
る
い
は
不
正
確
で
あ
る
と
判

断
さ
れ
る
場
合
は
加
点
な
し
（
そ
の
場
合
は
、
要
素
Ａ
の
内
容
如
何
に
関
わ
ら
ず
、
０
点
） 

 

■
要
素
Ｃ
：
文
末
表
現
は
「…

…

こ
と
」
と
い
う
形
が
原
則
。
不
適
切
な
文
末
表
現
と
判
断
さ
れ
る
場
合
は
１

点
減
点
。 
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問
四 

 
■
形
式
上
の
不
備 

・
文
末
表
現
は
要
素
Ｃ
参
照 

 

基
準 

配
点
５ 

 

■
模
範
解
答
例 

※
各
要
素
同
意
表
現
可
。
ニ
ュ
ア
ン
ス
が
正
し
け
れ
ば
許
容
。 

Ａ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ｂ 

残
さ
れ
た
人
生
を
死
ぬ
ま
で
の
時
間
つ
ぶ
し
と
見
な
す
老
婦
人
の
言
葉
に
反
発
を
覚
え
つ
つ
も
、
そ
う
し
た
考

え
に
傾
き
が
ち
な
自
分
が
い
る
こ
と
も
否
定
し
き
れ
な
い
で
い
る
。 

 

■
採
点
方
法
：
各
要
素
単
独
採
点 

 

■
要
素
Ａ
「
残
さ
れ
た
人
生
を
死
ぬ
ま
で
の
時
間
つ
ぶ
し
と
見
な
す
老
婦
人
の
言
葉
に
反
発
を
覚
え
つ
つ

も
」
：
２
点 

 

・
本
文
の
「
「
死
ぬ
ま
で
の
時
間
つ
ぶ
し
」
と
、
そ
っ
け
な
く
言
っ
て
の
け
た
あ
の
老
婦
人
の
顔
を
、
は
っ

き
り
覚
え
て
い
な
い
こ
と
は
思
え
ば
私
の
倖
せ
だ
っ
た
か
も
知
れ
ぬ
」
お
よ
び
、
傍
線
部
の
「
あ
の
日
の

日
記
と
一
緒
に
、
早
く
忘
れ
る
こ
と
に
し
よ
う
と
思
っ
て
い
る
」
に
対
応
す
る
要
素
。 

・
ほ
ぼ
同
等
の
説
明
内
容
で
あ
る
と
判
断
で
き
れ
ば
加
点
し
て
よ
い
。 

・
説
明
が
曖
昧
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
場
合
は
１
点
。 

 

■
要
素
Ｂ
「
そ
う
し
た
考
え
に
傾
き
が
ち
な
自
分
が
い
る
こ
と
も
否
定
し
き
れ
な
い
で
い
る
」
：
３
点 

 

・
傍
線
部
「
あ
の
日
の
日
記
と
一
緒
に
、
早
く
忘
れ
る
こ
と
に
し
よ
う
と
思
っ
て
い
る
の
だ
が
」
の
「
だ
が
」

の
後
に
省
略
さ
れ
て
い
る
内
容
を
補
う
要
素
。 

 

・
「
老
婦
人
の
考
え
方
に
引
き
ず
ら
れ
て
し
ま
い
か
ね
な
い
自
分
も
い
る
」
な
ど
、
同
等
の
表
現
で
あ
れ
ば

加
点
し
て
よ
い
。 

。 
 

■
要
素
Ｃ
：
文
末
表
現
は
、
心
情
を
表
す
表
現
や
、
心
情
の
内
実
を
示
す
表
現
、
「…

…

と
い
う
心
情
。
」
な

ど
、
問
い
に
対
し
て
適
切
な
文
末
表
現
で
あ
れ
ば
広
く
認
め
る
。
「…

…

か
ら
。
」
な
ど
の
不
適
切
な
文
末
表

現
の
場
合
は
１
点
減
点
。 
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